
　本年度より、任期を２年として地区公民館長、

地区公民館主事にお世話になります。地区公民館

の各行事にも、積極的なご参加をよろしくお願い

いたします。

間人地区公民館長 亀田勝義（間人）

　〃　　公民館主事 岡本昌明（間人）

豊栄地区公民館長 岡田均（岩木） 　昨年度から始まった「わくわく講座」では、本

　〃　　公民館主事 山内美幸（成願寺） 年度は『絵手紙講座』に取り組んでいます。

上宇川地区公民館長 増田光夫（平） 　京丹後市内から、24名の受講生が熱心に参加し

　〃　　　公民館主事 冨岡淳（鞍内） ています。講師は中村秀雄先生（網野町）で、5

下宇川地区公民館長 米田文夫（中浜） 月15日から全5回の講座に取り組んでいます。

　〃　　　公民館主事 大下教夫（袖志） 　受講生の中には「『下手がいい』の言葉を信じ

（敬称略） て参加しています。」といった声もありました。

　なお、竹野地区公民館については、現在調整中 　講座終了後には、作品展も計画していますので、

です。 お楽しみに。

　豊栄保育所の保護者懇談会に合わせて、「子育

　本年度の第1回目となる「歩こう会」では、網野 て講座」を実施しました。現在、複数の大学で非

町で最も高い山の高天山を目指しました。14名の 常勤講師を務められている、熊本敬一先生を講師

参加者は、午前10時に登山口のある下岡地区を出 に、子育てについて考えました。

発しました。片道4キロの行程を約1時間で山頂に 　参加者全員が女性であったこともあり、「母親

到着しました。山頂付近では雨模様となり、急遽 が厳し過ぎると、特に男の子は自立できにくい傾

下山することとなりました。その後の予定では、 向があります。子どもの性の違いや、成長時期に

静の杜付近を散策する予定でしたが、雨のため予 あわせて、父親、母親の役割も考えた、子育てを

定を変更し、早めの帰宅となりました。 心がけて下さい。」と話されました。 1



　「礼法」は文字通り「礼儀」や、「作法」のこと

です。渡邉富二子さん（丹後町間人）は、昨年に引

き続き、子ども達に日本の伝統的な和装文化や、正

しい礼儀・作法を伝えようと、「浴衣（ゆかた）の

着つけと礼法教室」に取り組んでいます。

　小泊向地区民館（間人）を会場に、毎週土曜日に

年間21回の計画で、参加者を募集したところ、網野

町からの応募も含め、24名の教室生となりました。

　6月7日に行われた、第1回目では、教室の趣旨の

説明や、自己紹介の仕方、浴衣のたたみ方について

取組みました。

　この教室で渡邉さんは、「現在の普段着は洋装で

すが、これはほんの百年の歴史しかないものです。

これに比べ、日本は二千年近くの歴史があります。

国内でも有数の着物の産地に生まれたのですから、

誇りを持って伝統文化を習ってください。」と、話

されていました。

（「伝統文化子ども教室」は（財）伝統文化活性化

国民協会が取り組む事業で、京丹後市教育委員会が

後援しています）

　豊栄保育所での開催に引き続き、間人保育所でも

保護者を対象とした「子育て講座」を実施します。

保護者以外の方もご参加いただけます。お誘いあわ

うえご参加下さい。詳細は下記のとおりです。

実施日時 平成20年6月25日（水）午後3時から

会場 丹後地域公民館　大ホール

講師 小山英樹氏

（㈱成基コミュニティ・コーチング室室長）

演題 「子どもの心に届く言葉、届かない言葉」

～今日からあなたもパパ･ママコーチ～
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記


